
佃
つくだ

小学校
しょうがっこう

の約束
やくそく

 
～楽

たの

しい学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

にするために～ 

 

１． 登
とう

下
げ

校
こう

の時
じ

刻
こく

を守
まも

ろう。 

（１）通
つう

学
がく

路
ろ

を守
まも

って登
とう

下
げ

校
こう

しよう。 

（２）登校
とうこう

時刻
じ こ く

 ８：１０～８：２５ 

   早
はや

く登
とう

校
こう

したときには、玄
げん

関
かん

で待
ま

とう。 

（３）授
じゅ

業
ぎょう

が終
お

わったらすぐに下
げ

校
こう

しよう。 

下校
げ こ う

時刻
じ こ く

 ４月
がつ

～１１月
がつ

 ４：３０ 

         １２月
がつ

～３月
がつ

 ４：００ 

２． 服
ふく

装
そう

を整
ととの

えよう。 

（１）標
ひょう

準
じゅん

服
ふく

、標
ひょう

準
じゅん

帽
ぼう

（持
も

っている人
ひと

）または赤
あか

白
しろ

帽子
ぼ う し

で登
とう

校
こう

しよう。名
な

札
ふだ

は左
ひだり

胸
むね

につけ

よう。 

（２）休
やす

み時間
じ かん

、運動場
うんどうじょう

で遊
あそ

ぶときは赤
あか

白
しろ

帽子
ぼう し

をかぶろう。 

（３）寒
さむ

いときには、標
ひょう

準
じゅん

服
ふく

の下
した

に紺
こん

や黒
くろ

など派
は

手
で

にならない色
いろ

のベストやセーター
せ ー た ー

を 

着用
ちゃくよう

してもよい。 

 （４）服装
ふくそう

は華美
か び

にならないようにしよう。 

 ※ 大きいリボンやカチューシャはしてこない。 

ミサンガやシュシュ、髪
かみ

ゴムを手首
て く び

や足首
あしくび

につけない。 

（５）体
たい

調
ちょう

の悪
わる

いときには、長
なが

ズボンを着
ちゃく

用
よう

してもよい。（必
かなら

ず連
れん

絡
らく

帳
ちょう

で知
し

らせよう。） 



（６）体育
たいいく

のときは、ヒザより長
なが

い靴下
くつした

やタイツをはかない。 

３． 学
がく

習
しゅう

用
よう

具
ぐ

を整
ととの

えよう。 

（１）持
も

ち物
もの

には名
な

前
まえ

を書
か

こう。 

（２）勉
べん

強
きょう

に使
つか

わないものは持
も

ってこないようにしよう。 

（３）水
すい

筒
とう

は持
も

ってきてもよい。 

 

４． みんなとなかよくしよう。 

（１）校
こう

舎
しゃ

の裏
うら

や学
がく

習
しゅう

園
えん

、玄関
げんかん

ピロティで遊
あそ

ばないようにしよう。 

（２）赤
あか

コーンが出
で

ている時
とき

は運
うん

動
どう

場
じょう

に出
で

ないようにしよう。 

（３）トイレに行くときは、上
うわ

靴
ぐつ

で行
い

かないようにしよう。（給
きゅう

食
しょく

を取
と

りに行
い

くとき、返
かえ

しに 

行
い

くときに下
した

靴
ぐつ

で給 食 室
きゅうしょくしつ

に入
はい

らない。） 

 

５． 安全
あんぜん

に気
き

をつけよう。   

（１）外出
がいしゅつ

する時
とき

は、「だれと、どこへ、何
なに

をしに、いつごろ帰
かえ

るか」を家
いえ

の人
ひと

に知
し

らせよう。 

（２）知
し

らない人
ひと

に友
とも

だちの電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

などぜったいに教
おし

えないようにしよう。 

（３）忘
わす

れ物
もの

をしても家
いえ

へ取
と

りに帰
かえ

らないようにしよう。 

（４）忘
わす

れ物
もの

を学
がっ

校
こう

に取
と

りに来
こ

ないようにしよう。（ただし、家
いえ

の人
ひと

と一緒
いっしょ

ならよい。） 

（５）危
き

険
けん

な場
ば

所
しょ

で遊
あそ

んだり、危
き

険
けん

な遊
あそ

びをしたりしないようにしよう。 

（６）困
こま

ったときは、大
おお

声
ごえ

を出
だ

し、「子
こ

ども１１０番
ひゃくとうばん

の家
いえ

」などへ入
はい

り、助
たす

けを呼
よ

ぼう。 


